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正副議長・委員会構成決定
議会構成が変わりました
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議 長
若林 想一郎

安全・安心な横瀬町の実現に向けて
　町民の皆様には、平素より町政や町議
会に対し、ご理解とご協力を賜り厚く御
礼申し上げます。さてこのたび、議員各
位のご推挙により、議長に就任いたしま
した。身に余る光栄と感激いたしますと
ともに責任の重さを痛感しているところ
でございます。公正かつ円滑な議会運営
と横瀬町の発展に全力で取り組んでまい
ります。
　現在、横瀬町には、少子高齢化に伴う
人口減少をはじめ取り組むべき課題が山
積しております。私は、議長として「安
全・安心な活力ある横瀬町」の実現に向
け、町議会が十分に力を発揮できるよう
微力ながら全力を尽くす決意です。

副議長
宮原 みさ子

開かれた議会を目指して
　このたび、議員の皆様のご推挙により
副議長に就任いたしました。その責務の
重さに身が引き締まる思いであります。
今後は副議長の職務を遂行するととも
に、議長の補佐役として町政の推進及び
議会の公正かつ円滑な運営に努めてまい
ります。
　私たち議会は、町民の皆様から選ばれ
たということを肝に銘じ、多様化する住
民ニーズの変化を的確に把握し、住みよ
いまちづくりに向け、行政と両輪となり、

「町民にわかりやすい開かれた議会」を
目指してまいります。今後とも、皆様の
ご支援ご指導を賜りますようお願い申し
上げます。

総務文教厚生常任委員会
委 員 長 委 員 長 向 井 芳 文
副委員長 副委員長 宮原みさ子
委 　 員委 　 員

若林清平・関根　修
若林想一郎・新井鼓次郎

産業建設常任委員会
委 員 長 委 員 長 黒 澤 克 久
副委員長 副委員長 大 野 伸 惠
委 　 員委 　 員  

小泉初男・若林想一郎
内藤純夫・浅見裕彦

広報常任委員会
委 員 長 委 員 長 浅 見 裕 彦
副委員長 副委員長 大 野 伸 惠
委 　 員委 　 員

新井鼓次郎・宮原みさ子
黒澤克久・向井芳文

議会運営委員会
委 員 長 委 員 長 新井鼓次郎
副委員長 副委員長 内 藤 純 夫
委 　 員委 　 員  若林清平・小泉初男

関根　修・宮原みさ子

横瀬小学校校舎整備事業特別委員会
委 員 長 委 員 長 新井鼓次郎　　副委員長 副委員長 向井芳文
委 　 員委 　 員  若林清平・関根　修・若林想一郎
　　　　　大野伸惠・浅見裕彦・宮原みさ子
　　　　　黒澤克久

議
議長  副議長をはじめ

会構成が変わりました
５月臨時会

（5/13）
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園
あ
し
が
く
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の
経
営
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に
つ
い

て 

コ
ロ
ナ
禍
で
頑
張
っ
て
い
る
従

業
員
へ
の
配
慮
は

 
昨
年
の
休
業
時
に
一
定
の
補
償

額
を
支
払
っ
た
。
令
和
３
年
度
に
人

事
制
度
を
変
え
て
い
く
予
定
。

議
案
第
35
号　
横
瀬
町
特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
利
用
者
負
担
額
等
に
関
す
る

条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

条
例
改
正（
案
）を
起
案
す
る
と

き
の
手
続
で
合
議
区
分
は
ど
う
か
。

ま
た
、
今
回
の
起
案
に
添
付
し
た

資
料
は
あ
る
の
か
。

 

合
議
は
な
い
。
添
付
資
料
は
県

の
通
知
、
施
行
令
の
改
正
を
例
規

ベ
ー
ス
と一
緒
に
行
っ
た
。

 

秩
父
郡
市
１
市
４
町
の
利
用
者

負
担
額
等
に
関
す
る
条
例
の
取
り

扱
い
状
況
は
。

 

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
よ
っ
て

異
な
っ
て
い
る
。

 

別
表
の
備
考
２
を
削
除
す
る
理

由
は
。

 

ひ
と
り
親
へ
の
控
除
が
新
設
さ

れ
、
公
平
性
の
確
保
か
ら
、
み
な
し

適
用
の
必
要
性
が
な
く
な
る
た
め
。

議
案
第
36
号　
浅
見
萬
作
老
人
援

護
基
金
の
設
置
、
管
理
に
関
す
る
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

 

浅
見
萬
作
老
人
援
護
基
金
の
廃

止
を
含
め
、
使
用
使
途
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
進
め
た
の
か
。

 

親
族
の
了
承
を
得
て
、
公
用
車

の
購
入
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

の
訪
問
に
使
用
し
て
い
く
。

議
案
第
37
号
一
般
会
計
補
正
予
算

 

小
中
学
校
の
各
種
行
事
が
コ
ロ

ナ
禍
で
中
止
や
延
期
に
な
っ
て
い
る

が
、
一
生
の
思
い
出
に
な
る
貴
重
な

機
会
な
の
で
、
で
き
る
限
り
や
る

方
向
で
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
の
教
育
委
員

会
と
し
て
の
助
言
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
。

 

ま
ず
修
学
旅
行
の
開
催
に
関
し

て
は
、
保
護
者
の
意
向
を
聞
い
た
上

で
の
参
加
希
望
85
％
以
上
で
な
い
と

開
催
で
き
な
い
決
ま
り
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
を
基
準
に
し
て
い
る
。
そ
の
他

も
情
報
共
有
し
て
進
め
て
い
る
。

 

Ｊ
Ａ
と
の
テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
整

備
補
助
金
に
つ
い
て
、
事
業
計
画

書
な
ど
を
議
会
に
示
し

て
ほ
し
い
が
。

 

民
間
で
も
あ
り
難
し

い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
極

力
提
示
し
た
い
。

 

地
方
債
の
当
該
年

度
中
、
元
金
償
還
見

込
み
額
２
億
８
７
１
０

万
1
０
０
０
円
の
う
ち
、

交
付
税
措
置
は
ど
れ
く

ら
い
か
。

 
元
利
償
還
に
よ
る
計

算
と
な
る
が
、
昨
年
度

の
基
準
財
政
需
要
額
×
元

利
償
還
金
の
当
初
予
算
の
伸
び
率
に

よ
り
試
算
し
、
２
億
３
９
１
万
５
０

０
０
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

議
案
第
38
号　

財
産
取
得
の
変
更

に
つ
い
て

 

今
回
の
変
更
は
、
加
工
品
の
立

方
メ
ー
ト
ル
数
の
変
更
で
と
あ
る

が
、
取
得
金
額
で
比
較
す
る
と
立

方
メ
ー
ト
ル
単
価
も
変
わ
っ
て
い
る

な
ぜ
か
。

 

横
瀬
小
学
校
校
舎
整
備
事
業
に

使
用
す
る
木
材
を
用
途
別
に
積
み
上

げ
で
積
算
し
た
結
果
で
あ
る
た
め
。

議会はココに注目！
６月定例会での主な質疑

３月定例会
（ 3/6～11 ）

６月定例会
（ 6/10～11 ）

大切に使わせていただきます

町有林の木材が新校舎に使われます
（ウッドショック　　　　関係なし）
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　横瀬小学校校舎整備事業特別委員会は、６月
７日、校舎建築現場の視察を行いました。
　工事は事故もなく順調に進んでいること、第
１期工事は 12 月で完了させ、３学期から新校舎
を使用することを目標にしていることを確認しま
した。
　小学校では、校舎建築を「新校舎建設わくわ
くプロジェクト」と称した希望の光ととらえ、通
学している児童にとって「未来にわたり語れる思
い出」として、今だからこそできる教育を進めて
いるとのことでした。

校舎建築が
始まりました

横瀬小学校校舎整備事業特別委員会 視察報告

令和3年5月臨時会・6月定例会
審議した議案とその結果

審
議
結
果

向
井
芳
文

黒
澤
克
久

宮
原
み
さ
子

浅
見
裕
彦

新
井
鼓
次
郎

内
藤
純
夫

大
野
伸
恵

若
林
想
一
郎

関
根　

修

小
泉
初
男

若
林
清
平

５月臨時会　町長提出議案
専決
処分

横瀬町税条例等の一部を改正する条例 承認 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○
令和３年度横瀬町一般会計補正予算（第１号） 承認 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○

改正 横瀬町介護保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○
補正 令和３年度横瀬町一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○
その他 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○
６月定例会　町長提出議案

陳情 安心安全の医療介護の実現と国民のいのちと健康を守るため国へ意見
書提出を求めることに関する陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○

報告
有限会社果樹公園あしがくぼの経営状況について 了承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○
令和２年度横瀬町一般会計繰越明許費繰越計算書について 了承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○
令和２年度横瀬町下水道特別会計繰越明許費繰越計算書について 了承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○

改正 横瀬町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等
に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○

廃止 浅見萬作老人援護基金の設置、管理に関する条例を廃止する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○
補正 令和３年度横瀬町一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○
その他 財産の取得の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○
人事 人権擁護委員候補者の推薦について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○

陳情 自治体から国へ意見書提出を要望する陳情 委員会
付託 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○

発議 安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意
見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○

賛成…○　反対…×　欠…欠席　除…除
じょせき

斥　 ※…議長
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横瀬駅

芦ヶ久保駅

横瀬町役場

武甲山

道の駅果樹公園あしがくぼ支配人インタビュー

「とどまらない！」
営業展開
　今回は、昨年７月より「道の駅果樹公園あしがく
ぼ」の支配人に就任されました、中村支配人にお話
を伺いました。就任当初から、エビデンスに基づく
経営に力を注ぎ、お客様の立場に立った視点を強く
意識しているとのことで、単品管理の徹底や教育研
修に力を入れ、60名の従業員全員が当事者意識を
もって仕事ができるよう、ミーティングや情報共有
にも力を入れているとのことです。西武鉄道とのコ
ラボ等、その場所に留まらない営業を展開する中村
支配人。理想は某有名テーマパークとのこと！　
さらなる発展を期待してます！！

町道3175号線　

「夢が持てる！」新設道路
　横瀬駅南側に新設される道路です。
　平成24年に開始され総工費約８億円総延長900ｍが予
定されています。
　現在316ｍが完了し、供用開始しています。全線では
令和７年の完成を目指しています。現在施工中の法面工
事では、秩父の町村では初めてのGPS機能のバックフォー
を使用し、１cm単位の精度で法面の掘削が進められてい
ました。木ノ間地区や駅南側の土地利用に夢が持てます。

　＊広＊報＊委＊員＊の＊よ＊こ＊ぜ＊取＊材＊紀＊行＊　

支配人を囲んで

いっぱい買ったぞー（売上に協力してきました）
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　多くの方から要望のあった登山口ト
イレです。予定される設置場所など視
察しました。多目的トイレも含まれ設
備の良いものになるようです。（桂の木
は残してほしい♥）
　年間５万人の登山者があり、平日で
したが、駐車場には20台以上停められ、
人気の高さがうかがわれました。駐車
場の確保も懸案とのことです。武甲山
に訪れた方がまた来たくなる施設を期
待します。

待望のトイレ新設

　議会の内容を分かりやすく皆様にお伝えするた
め、広報常任委員会では、編集、校正の会議のほか、
視察、取材も積極的に行っています。今回は、宇
根地区町道工事現場、武甲山一の鳥居付近の観光
トイレ建設予定地と道の駅果樹公園あしがくぼを
取材しました。　　　　取材日：令和３年６月22日
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町政を問う 一 般 質 問
町政について、各議員がみず
からの政策提言も含めて町に
考えを聞くのが「一般質問」。
質問内容は、各議員が自由に
決めることができます。

（１人あたりの質問時間は答弁含め60分）

＊議会だよりでは、要約版を掲載し
ています。

本会議は原則公開、どなたでも傍聴できます。事前予約は不要です。
役場３階にお越しください！

議会ホームページ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
は
。
ま

た
、
安
心
を
提
供
で
き
る
体
制
づ

く
り
と
し
て
の
地
域
別
接
種
は
考

え
た
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

秩
父
地

域
１
市
４
町
と
秩
父
郡
市
医
師
会

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

接
種
は
予
約
が
取
れ
な
い
等
の
混

乱
が
あ
る
も
の
の
、
改
善
さ
れ
て
き

て
は
い
る
。
現
状
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

は
予
定
通
り
配
分
さ
れ
て
お
り
、
今

後
も
安
定
的
に
配
分
さ
れ
る
見
込

み
。
７
月
末
時
点
で
、
65
歳
以
上
の

方
で
希
望
さ
れ
る
方
へ
は
概
ね
接
種

で
き
る
見
込
み
。

　
ま
た
地
域
別
接
種
に
関
し
て
は
、

当
初
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
が
不
安

定
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
重
症
化
し

や
す
い
高
齢
者
を
優
先
す
る
た
め

考
え
な
か
っ
た
。

集
落
支
援
員
制
度
に
関
し
て
、

横
瀬
町
７
地
区
に
２
人
ず
つ
配
置

し
、
行
政
区
長
・
23
区
担
当
と
協

力
し
合
え
る
体
制
づ
く
り
が
有
効

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

ま
ち
経
営
課
長　

支
援
制
度

と
し
て
の
そ
の
形
は
検
討
し
て
い
き

た
い
。

ワクチン接種は安心の提供を！
　向

む か い

井芳
よしふみ

文議員が聞く！

　黒
くろさわ

澤克
かつひさ

久議員が聞く！  

日
本
一
歩
き
た
く
な
る
町
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

施
政
方
針
で
示
さ
れ
た
日
本
一

歩
き
た
く
な
る
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
進
捗
状
況
は
。

振
興
課
長　
町
民
の
皆
さ
ん
な

ど
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
月

間
」
と
し
て
10
月
１
日
か
ら
２
月
28

日
ま
で
の
５
か
月
間
を
設
定
し
た
。

こ
の
月
間
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

10
月
３
日
（
日
）
に
キ
ッ
ク
オ
フ
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
。
今
後
、

こ
の
月
間
内
に
順
次
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
開
催
し
て
い
く
。

地
域
お
こ
し
企
業
人
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
企
業
人
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
た
、
町
の
方
向

性
展
開
は
。

ま
ち
経
営
課
長　

株
式
会
社

温
泉
道
場
と
、
地
域
産
業
振
興
等

の
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
令

和
３
年
２
月
２
日
に
地
方
創
生
及

び
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
関
す
る

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
制
度
を
積
極
的
に

活
用
し
、
町
の
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
る
よ
う
事
業
を
構
築
し
て
い
く
。

施政方針について
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　大
お お の

野伸
の ぶ え

恵議員が聞く！

　宮
みやはら

原みさ子
こ

議員が聞く！  

町
の
組
織
変
更
を
考
え
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
活
性
化
事
業
な

ど
は
、
町
主
体
で
は
な
く
民
間
活

力
を
誘
因
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

行
う
こ
と
だ
と
思
う
。
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

　
実
施
に
は
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
向
上
を
期
待
す
る
が
。

町
長　
課
の
名
前
は
未
定
。
町

民
に
一
番
の
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
ら
れ

る
組
織
に
し
た
い
。
福
祉
、
環
境
系

を
考
え
て
い
る
。
職
員
と
の
話
し
合

い
を
重
視
し
て
い
る
。

観
光
地
と
し
て
の
景
観
整
備
の

た
め
予
算
増
額
は
。
旧
給
食
セ
ン

タ
ー
跡
地
も
景
観
を
考
慮
し
た
と

は
思
え
な
い
が
。

町
長　
組
織
変
更
の
中
で
予
算

や
景
観
を
実
現
し
て
い
く
。
国
の
補

助
金
で
の
対
応
の
た
め
最
小
限
の
整

備
と
な
っ
た
。

ま
ち
な
か
再
生
支
援
事
業
で
役

場
西
側
町
有
地
は
賃
貸
住
宅
と
公

園
と
あ
る
が
、
幼
児
教
育
施
設
等

の
誘
致
は
で
き
な
い
か
。
少
な
く
と

も
埋
立
て
は
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　
い
ろ
い
ろ
な
案
を
考
え

て
い
き
た
い
。
用
途
の
見
込
み
が
つ

い
た
ら
考
え
た
い
。

災
害
に
対
す
る
町
の
取
り
組

み
と
し
て
「
①
住
民
へ
の
情
報
伝

達　
②
避
難
所
の
環
境
整
備　
③

災
害
時
の
備
蓄
品
」に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長　

①
情
報
伝
達
方

法
は
、
防
災
行
政
無
線
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
、

情
報
を
発
信
す
る
。
水
害
リ
ス
ク

情
報
を
盛
り
込
ん
だ
新
た
な
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
毎
戸
配
布
予

定
。
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
感

染
拡
大
防
止
を
踏
ま
え
た
避
難
所

開
設
・
運
営
方
針
を
策
定
し
た
。

ト
イ
レ
は
、
今
後
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
の
備
品
購
入
を
検
討
す
る
。
ペ
ッ

ト
連
れ
避
難
は
、一
定
ル
ー
ル
を
前

提
に
、
町
民
会
館
地
下
駐
車
場
を

避
難
所
と
し
て
検
討
中
。
③
備
蓄

品
は
、
町
人
口
の
１
割
程
度
を
被
災

人
口
と
想
定
し
、
県
・
町
合
わ
せ
て

３
日
分
を
目
標
に
備
蓄
し
て
い
る
。

新
た
な
備
蓄
品
と
し
て
、
液
体
ミ
ル

ク
の
購
入
を
検
討
す
る
。

奨
学
金
返
還
制
度
事
業
に
つ

い
て
の
取
組
は
。

教
育
次
長　
町
と
し
て
は
、
今

後
も
現
行
の
育
英
奨
学
金
制
度（
無

利
子
）
に
て
対
応
し
、
返
還
制
度
の

導
入
は
考
え
て
い
な
い
が
、
制
度
の

動
向
は
注
視
し
て
い
き
た
い
。

要
配
慮
者
の
緊
急
避
難
支
援

対
策
は
。

健
康
づ
く
り
課
長　
近
年
の
災

害
発
生
時
に
お
い
て
「
高
齢
者
や

障
が
い
者
が
被
害
を
受
け
る
割
合

が
高
い
」
と
の
報
告
か
ら
、
要
配
慮

者
の
災
害
時
な
ど
の
安
全
確
保
は
、

行
政
と
地
域
と
の
協
力
体
制
が
重

要
と
さ
れ
て
い
る
。
町
で
は
、
避
難

行
動
要
支
援
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン

（
全
体
計
画
）
を
作
成
し
、
避
難
誘

導
、
安
否
確
認
、
避
難
所
等
で
の

生
活
支
援
を
確
実
に
行
う
た
め
、

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
及
び
個

別
支
援
計
画
を
作
成
し
、
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い
る
。

ま
た
県
と
協
力
し
て
、
福
祉
避
難

所
開
設
訓
練
も
実
施
し
て
い
る
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
及

び
個
別
プ
ラ
ン
の
作
成
は
。

健
康
づ
く
り
課
長　

名
簿
及

び
個
別
プ
ラ
ン
は
本
人
の
同
意
を

得
て
作
成
し
、
支
援
機
関
に
提
供

で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。

今
後
の
課
題
は
。

健
康
づ
く
り
課
長　

歩
行
困

難
の
方
の
避
難
に
つ
い
て
の
検
討
、

同
意
の
な
い
方
の
対
応
等
、
地
域
と

の
連
携
に
つ
い
て
整
備
し
た
い
。
自

助
・
共
助
・
公
助
が
効
率
的
に
で
き

る
よ
う
努
め
る
。

課の名前は分かりやすくね！

防災・減災の取組は

災害時における要配慮者対策は
　新

あ ら い

井鼓
こ じ ろ う

次郎議員が聞く！
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2021年夏号（令和３年６月定例会）

　秩父市田村にある臨済宗南禅寺派円福
寺の末寺で、文亀元年（1501年）慶雲全
賀和尚（永正17年没）によって開山され
ました。

表紙 “クイズ de よこぜ ”
こたえは……

「南
な ん

清
せ い

山
ざ ん

東
と う

養
よ う

寺
じ

（川西地区）」

「安心安全な医療体制を！」
総務文教厚生常任委員会

　今回のテーマは①「安心安全の医療介護の実現と国民のい
のちと健康を守るため国へ意見書提出を求めることに関する
陳情」についてと②「教育委員会自己点検・自己評価」について。
①では、問題の捉え方・考え方に関することの質疑　②では、
評価する人に関すること、教育長の今後の抱負に関すること
等の質疑がありました。
　なお、上記陳情につきましては採択となりました。

「横瀬町の未来～都市計画マスタープラン～」
産業建設常任委員会

　所管事務調査「都市計画マスタープランについて」では、
建設課長及び担当者から説明を受けた後、質疑応答を行いま
した。内容は駅前整備に関すること、中央通りに関すること、

（仮称）宮地横瀬線に関すること、観光案内所の営業時間に
関すること、3175号線に関すること等についてでした。

「広域消防防災拠点施設条例を可決」
秩父広域市町村圏組合

　全員協議会 （令和３年５月21日）においては、議会運営（議
席、常任委員会等）について検討しました。
　令和３年臨時会（令和３年５月28日）においては正副議長
辞職に伴う選挙が行われました。また、議案については秩父
広域消防防災拠点施設条例等について審議を行い、可決いた
しました。

突発的な事があり、4 年ぶりに議会ナビ編
集委員に戻ってきました。ZOOMを用い
て編集会議を行っている先進的な委員会に
なっていました。皆様に興味を持っていた
だける紙面を考えていきますので、よろしく
お願いいたします。
 PS：活性化センターでも議会傍聴ができ
るようになりました。そちらにも
ぜひおいでください（K・K）

編集を終えて

「傍聴しないのは、
  もったいない」
　臨時会・定例会ともに傍聴しましたが、久しぶりの傍聴でした。
臨時会では議長選挙など、傍聴席にも緊張感が伝わってきました。
定例会では、一般質問のほか道の駅のこと等が議題になり、住
民の身近な生活を議論する場であることを、改めて認識しました。
“ 傍聴しないのはもったいない ”これが正直な感想です。コロナ
のためか、傍聴する人はいませんでしたが、これからも傍聴しよ
うと思います。

Ｋ・Ａさん 傍聴ナビ

議会を傍聴した方から感想をいただきました

表紙の鐘は左側面にあります

委 会 ら 告 ま員 か 報 し す


